
主催 名古屋大学未来社会創造機構オープンイノベーション推進室

Tokai Open Innovation Salon (TOIS)
協力 株式会社 Tokai Innovation Institute

40th TOIS SEMINAR

＜企業内起業アトリエ ： Issue02＞

企業内で起業（新規事業開発）するということ
～シリアルイントレプレナーになるために～

内容：

「新規事業を創出せよ」と言われてから、どれくらいの時間がたったでしょうか？

アイデアを出しては潰され、社内を説得しようとしては跳ね返され、それでも諦めきれずにいる—

—そんな方に、ぜひ聞いてほしい話があります。

今回お招きするのは、大企業の中で実際に事業を生み出してきた二人のイントレプレナー。生

活・社会インフラを支える総合電機メーカーで二つの新規事業を立ち上げた高木一彰氏、そしてエ

ンタテイメントを支える大手エレクトロニクス企業にてスマートウォッチを世に出した對馬哲平氏

です。華やかな成功談だけでなく、壁にぶつかった瞬間、折れそうになった場面、それでも踏み出

せた理由まで、現場の言葉でざっくばらんに語っていただきます。

「何から始めればいいのか」「社内をどう動かすのか」「このミッション、本当にやり遂げられ

るのか」——そんな問いを抱えたまま日々を過ごしている方にこそ、届けたいメッセージがありま

す。答えは一つではありませんが、前に進むためのヒントは、きっとここにあります。

※本セミナーは名古屋大学産学共同研究講座・部門の関連企業限定です。対象外企業からのお申込みはお断りさせ
ていただく場合があります。

「経験者の生の声を聴く！」講演会＆懇親会

2026.4.14.

開催

お問合せ先：
国立大学法人東海国立大学機構 TOIS 事務局
nakamura.keiko.w2@f.mail.nagoya-u.ac.jp
（担当 中村）

開催日時：2026年4月14日（火） 15:00～17:45

開催場所：TOIC NAGOYA https://toic-n.aip.thers.ac.jp/

東海国立大学機構 Tokai Open Innovation Complex 名古屋サイト

愛知県名古屋市千種区不老町（名古屋大学東山キャンパス内）

参加費：無料（※名古屋大学産学協働研究講座・部門の関係企業限定です）

申込み：こちらのリンクまたは右のQRコードから申込みをお願いします。

 https://forms.gle/7TfpBfsszCfmyZ7F6

会場GoogleMap

申込みフォーム
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40th TOIS SEMINAR

企業内で起業（新規事業開発）するということ
～シリアルイントレプレナーになるために～

タイムテーブル：

14:45- 開場・受付開始

15:00-15:10 ご挨拶  事務局 名古屋大学オープンイノベーション（OI）推進室 室長 寺野真明

15:10-16:00 第一部 話題提供 「企業内で起業するということ～シリアルイントレプレナーになるために～」

15:10-15:50 Case1

15:50-16:30 Case2

16:30-16:45 休憩（レイアウト変更）

16:45-17:45 第二部 アトリエ （意見交換会・ネットワーキング）

  今回はざっくばらんな意見交換の場としてセミクローズドなパネルディスカッションをします。

  登壇者・参加者との対話を通じて、関心や知見を広げる機会としてご活用ください。

TOIS（TOKAI OPEN-INNOVATION SALON）とは？

東海国立大学機構は、サロン活動TOIS（TOKAI OPEN-INNOVATION SALON）を設け、社会、企業とアカデミアそして

社会での実践者の入り混じりによるオープンイノベーションの創出に挑戦し、その発火点として各種テーマによるセ

ミナーを開催しています。入り混じりからの共創を目指し、セミナーでは前半、有識者らからの最先端の情報の交換

の後に、同インプットをトリガーとする新規テーマ創出議論（アトリエ活動、後半）を同業他社、異業種を含めた

オープンな議論のもとに進めます。新規事業、スタートアップなどイノベーションを求める仲間のご参加を期待しま

す。サロン入会は無料です。詳しくは下記連絡先までお問い合わせ下さい。

主催： 国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学未来社会創造機構オープンイノベーション推進室
TOKAI INNOVATION SALON（TOIS）※

協力： 株式会社 Tokai Innovation Institute
お問合せ先： 国立大学法人東海国立大学機構 TOIS 事務局 nakamura.keiko.w2@f.mail.nagoya-u.ac.jp （担当中村）

※東海国立大学機構では、企業とアカデミアそして社会での実践者によるオープンイノベーションの創出に挑戦し、
その発火点として各種テーマによるセミナーなどをサロンと称して活動を続けています。

開催：2026年4月14日（火）15:00～17：45

＜企業内起業アトリエ ： Issue02＞

對馬 哲平 氏（augment AI株式会社 代表取締役 CEO）

大阪大学修士課程終了後、2014年ソニー入社。入社1年目で「wena」事業を立ち上げ、最年少統括課長

として約10年にわたり事業を推進。一度は終了するも、商標・特許を継承し、開発チームと共にaugment 

AIとして独立起業。2026年、新製品「wena X」でクラウドファンディング史上最速となる40分で1億円、

5日で3億円を達成。人間拡張（Augment Humanity）を掲げ、AIによるセンシングとリアルタイム介入プ

ロダクトを開発し、ヘルスケア領域の革新を目指す。

高木 一彰 氏（デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会社）

トヨタ自動車で車体開発、パナソニックで光学レンズ開発に携わり、世界最高屈折率レンズや手ブレ補

正付きデジタルカメラの量産化を主導。その後、パナソニックの社内ベンチャーファンドに自ら事業を起

案し、医療・ヘルスケア分野のスピンアウト事業の代表として就任。医療機関や通信事業者と連携し、手

術映像配信サービスなど新領域の事業を展開した。続いて、画像処理・センシング技術を活用し、流通・

小売業の課題を解決する第二のスピンアウト事業を創業。4年で黒字化、5年目に累積赤字を解消し、従業

員120名規模へ成長させた。異なる領域で二度のスピンアウトを成功させた、技術と事業創造を横断する

シリアルイントレプレナー。
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